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３ 要旨

難防除雑草「クサネム」の防除法を確立するため、「クサネム」の出芽特性を調査した。

(1) 前年秋に採取した種子は出芽率が低かった。これは休眠が影響しているものと考えられた。

(2) 自然落下状態である子実莢に入った種子は、子実莢が無いものに比べ出芽速度が緩慢で、播種100
日後も出芽し出芽期間が長かった。

(3) 用土の違いにより出芽速度に違いがみられた。また、用土を水で撹拌すると出芽率は低下し、出芽
速度も緩慢となった。その推移は、水田土壌と同様の傾向であった。

(4) ｢クサネム｣の防除の際は、種子の休眠や子実莢の有無、土壌条件などにより出芽が長期に渡ること
を考慮する必要がある。
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